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議
員　
収
集
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
中
間
処
理
に
際

し
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

て
い
な
い
も
の
の
割
合
は
。

ま
た
、
そ
う
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
が
収
集
し
た
キ
ャ

ッ
プ
の
量
と
処
理
方
法
は
。

生
活
環
境
部
長　
２
割
か

ら
３
割
程
度
が
キ
ャ
ッ
プ

や
ラ
ベ
ル
、
汚
れ
が
付
い

た
ま
ま
搬
入
さ
れ
て
く
る
。

な
お
、
キ
ャ
ッ
プ
は
令
和

５
年
度
に
は
３
．
４
ト
ン

搬
出
し
、
園
芸
用
品
等
に

再
生
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
の
分
別
収
集
に
対

す
る
市
の
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長　
市
民
の

分
別
の
負
担
や
費
用
面
な

ど
に
課
題
が
あ
り
、
現
状
、

分
別
収
集
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
キ
ャ
ッ
プ

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
純
度

が
高
く
個
別
収
集
が
容
易

な
た
め
、
水
平
リ
サ
イ
ク

ル
も
始
ま
っ
て
お
り
、
先

進
的
な
取
組
等
を
注
視
し
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

他 

街
の
に
ぎ
わ
い
を
音
で
演

出

議
員　
人
工
芝
化
す
る
市

民
球
場
の
今
後
10
年
間
の

経
費
は
天
然
芝
の
ま
ま
で

は
約
２
億
７
０
０
０
万
円
、

人
工
芝
化
す
る
と
約
10
億

５
０
０
０
万
円
と
聞
く
が
、

多
額
の
費
用
を
か
け
て
人

工
芝
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　
芝

生
の
養
生
等
に
よ
る
休
場

期
間
が
不
要
と
な
る
ほ
か
、

雨
天
等
の
後
の
早
期
使
用

再
開
が
可
能
と
な
り
、
施

設
の
使
用
機
会
拡
充
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

議
員　
環
境
面
で
も
配
慮

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
人

工
芝
か
ら
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出
問
題
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　
人

工
芝
も
そ
の
発
生
源
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
や
、
海
洋

生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

情
報
収
集
を
行
い
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発

生
抑
制
等
に
努
め
て
い
く
。

他 

ケ
ア
リ
ー
バ
ー
等
の
困
難

を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援
の

充
実
を
求
め
て

議
員　
気
候
危
機
対
策
と

し
て
の
樹
木
保
全
は
世
界

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
樹
木
伐
採
の

理
由
や
伐
採
対
象
の
樹
種

が
気
候
危
機
対
策
に
逆
行

し
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。

そ
こ
で
、
伐
採
す
る
街
路

樹
や
公
園
樹
木
の
選
定
に

際
し
樹
木
医
等
に
よ
る
調

査
・
診
断
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長　
樹
木
の

健
全
度
は
市
職
員
や
専
門

知
識
等
の
あ
る
造
園
業
者

が
確
認
し
て
お
り
、
樹
木

医
の
調
査
等
は
行
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
倒
れ
る
と

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る

大
径
化
、
老
齢
化
し
た
樹

木
は
、
今
後
必
要
に
応
じ

樹
木
医
の
点
検
や
診
断
を

行
い
、
伐
採
等
の
樹
木
管

理
に
生
か
し
て
い
く
。

議
員　
市
民
か
ら
伐
採
に

反
対
す
る
声
が
あ
っ
た
際

の
、
市
の
対
応
は
。

都
市
整
備
部
長　
伐
採
へ

の
経
緯
等
を
丁
寧
に
説
明

し
理
解
を
求
め
て
い
く
。

他 

核
兵
器
廃
絶
を
願
っ
て
― 

 

平
和
都
市
宣
言
の
府
中
市
が

行
う
べ
き
こ
と
は
―

議
員　
市
で
は
、
様
々
な

福
祉
的
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
福
祉
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
必
要
な
支

援
に
円
滑
に
つ
な
が
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
手
法

に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
情
報
共
有
の
た
め
の
ツ

ー
ル
な
ど
は
あ
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　
つ
な
ぎ

先
で
あ
る
各
相
談
支
援
機

関
と
の
情
報
共
有
に
用
い

る
共
通
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

は
無
い
が
、
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
の
実
施
に

向
け
、
情
報
共
有
の
手
法

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
実
施
に
向
け
た
、

福
祉
総
合
相
談
機
能
の
改

良
・
変
革
の
考
え
方
は
。

福
祉
保
健
部
長　
自
立
生

活
支
援
担
当
と
は
別
に
、

多
機
関
協
働
事
業
の
担
当

職
員
や
社
会
福
祉
に
精
通

し
た
外
部
の
専
門
職
員
を

配
置
し
、
属
性
を
問
わ
ず
、

関
係
機
関
が
抱
え
る
福
祉

課
題
の
支
援
調
整
に
持
続

的
に
携
わ
れ
る
よ
う
機
能

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
予
算
編
成
の
過
程

で
歳
出
見
込
み
が
歳
入
見

込
み
を
超
え
る
場
合
、
不

要
な
歳
出
の
削
減
は
必
要

で
あ
る
が
、
一
方
で
年
度

末
に
余
剰
金
が
生
じ
る
現

状
も
あ
る
た
め
、
歳
入
見

込
み
を
増
や
す
考
え
は
。

政
策
経
営
部
長　
余
剰
金

の
発
生
に
は
事
業
実
績
等

に
よ
る
不
用
額
の
ほ
か
競

走
事
業
収
益
の
増
、
特
定

法
人
の
法
人
税
割
納
付
額

が
影
響
す
る
。
特
に
特
定

法
人
の
法
人
税
割
は
税
額

が
予
測
困
難
で
あ
り
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
な
い
。

議
員　
令
和
５
年
度
、
特

定
法
人
の
法
人
税
割
か
ら

26
億
円
、
競
走
事
業
収
入

か
ら
36
億
円
が
基
金
に
回

っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
一

部
で
も
当
初
予
算
に
回
し
、

基
金
は
目
標
額
を
定
め
て

貯
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
策
経
営
部
長　
７
年
度

に
予
定
す
る
基
金
の
積
立

て
と
活
用
方
針
見
直
し
の

際
に
積
立
額
や
目
標
残
高

の
設
定
を
検
討
し
て
い
く
。

他 

保
健
所
政
令
市（
独
自
の

保
健
所
設
置
）に
つ
い
て

議
員　
再
犯
防
止
の
取
組

は
、
当
事
者
の
出
所
後
の

自
立
等
を
支
え
、
か
つ
安

全
・
安
心
の
社
会
づ
く
り

に
も
直
結
す
る
が
、
本
市

の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長　
各
種
支
援
が
円
滑

に
受
け
ら
れ
、
地
域
で
孤

立
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
包

摂
性
の
あ
る
社
会
の
形
成

が
重
要
で
あ
り
、
関
係
機

関
等
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
犯
罪
白
書
に
は
令

和
３
年
の
再
入
所
者
の
７

割
が
無
職
と
あ
り
、
経
済

的
な
困
窮
は
再
犯
の
引
き

金
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、

出
所
後
の
自
立
を
就
労
で

支
援
す
る
協
力
雇
用
主
を
、

い
き
い
き
ワ
ー
ク
府
中
で

活
用
す
る
可
能
性
は
。

福
祉
保
健
部
長　
い
き
い

き
ワ
ー
ク
府
中
の
就
労
あ

っ
せ
ん
は
、
年
齢
以
外
は

一
般
的
な
雇
用
要
件
に
基

づ
い
て
お
り
、
特
定
の
方

を
対
象
と
す
る
制
度
へ
の

協
力
を
求
人
事
業
者
に
求

め
る
の
は
難
し
い
が
、
当

該
団
体
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
架
等
の
協
力
を
今

後
依
頼
し
て
い
く
。

議
員　
武
蔵
台
小
と
府
中

七
小
及
び
府
中
七
中
と
府

中
十
中
が
統
合
検
討
校
に

指
定
さ
れ
た
が
、
統
合
後

の
設
置
場
所
や
通
学
域
の

考
え
方
は
。

教
育
部
長　
統
合
校
の
設

置
場
所
は
、
小
学
校
は
い

ず
れ
か
の
敷
地
を
前
提
に
、

中
学
校
は
そ
れ
に
加
え
両

校
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す

る
三
井
住
友
銀
行
府
中
研

修
所
跡
地
も
候
補
地
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。
通
学

距
離
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
の
候
補
地
も
府
中
市
立

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
の
基
本
的
な
考
え
方

で
定
義
し
た
、
小
学
校
で

お
お
む
ね
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
内
、
中
学
校
で
お
お

む
ね
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
の
範
囲
で
の
通
学
が
可

能
と
想
定
し
て
い
る
。

議
員　
通
学
距
離
が
特
に

伸
び
る
地
域
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
市
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
丁
寧
な
説
明

を
す
る
と
と
も
に
、
安
全

確
保
を
徹
底
し
て
い
く
。

他 

給
付
型
奨
学
金
の
充
実
を

求
め
て

西村　陸
（公明府中）

西のなおみ
（無所属）

竹内　祐子
（日本共産党）

奥村さち子
（ネット）

杉村　康之
（自由クラブ）

奈良﨑久和
（公明府中）

からさわ地平
（日本共産党）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
分
別
収
集

に
対
す
る
市
の
考
え
は

現
状
実
施
す
る
考
え
は

な
い
が
先
進
的
な
取
組

を
注
視
し
て
い
く

人
工
芝
の
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出

問
題
へ
の
市
の
認
識
は

人
工
芝
も
発
生
源
で

海
洋
生
態
系
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る

街
路
樹
等
の
伐
採

市
民
か
ら
反
対
さ
れ
た

際
の
市
の
対
応
は

伐
採
へ
の
経
緯
等
を

丁
寧
に
説
明
し

理
解
を
求
め
て
い
く

福
祉
総
合
相
談
機
能
の

改
良
や
変
革
の

考

え

方

は

多
機
関
協
働
事
業
の

担
当
を
配
置
す
る
な
ど

機
能
強
化
を
図
る

基
金
は
目
標
額
を

定
め
て
貯
め
る
べ
き

で
は
な
い
か

基
金
の
積
立
て
と

活
用
方
針
見
直
し

の
際
に
検
討
し
て
い
く

本
市
に
お
け
る

再
犯
防
止
対
策
の

考

え

方

は

地
域
で
孤
立
さ
せ
な
い

包
摂
性
の
あ
る
社
会
の

形
成
が
重
要
で
あ
る

学
校
統
合
に
よ
っ
て

通
学
距
離
が
伸
び
る

子
ど
も
へ
の
対
応
は

丁
寧
な
説
明
を
す
る
と

と
も
に
安
全
確
保
を

徹
底
し
て
い
く

　▲リサイクルの推進を

　
▼樹木の点検・確認作業の様子


